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イ
エ
ス
が
道
を
と
お
っ
て
お
ら
れ

る
と
き
、
生
ま
れ
つ
き
の
盲
人
を
見
ら

れ
た
。
弟
子
た
ち
は
イ
エ
ス
に
尋
ね
て

言
っ
た
、「
先
生
、
こ
の
人
が
生
ま
れ
つ

き
盲
人
な
の
は
、
だ
れ
が
罪
を
犯
し
た

た
め
で
す
か
。
本
人
で
す
か
、
そ
れ
と

も
そ
の
両
親
で
す
か
」。
イ
エ
ス
は
答

え
ら
れ
た
、「
本
人
が
罪
を
犯
し
た
の

で
も
な
く
、
ま
た
、
そ
の
両
親
が
犯
し

た
の
で
も
な
い
。
た
だ
神
の
み
わ
ざ
が
、

彼
の
上
に
現
れ
る
た
め
で
あ
る
」。

 

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書

 

第
九
章  

一
節
～
三
節

待ちに待った桜の開花に喜ぶ利用者（新生園）

桜
花
の
盛
り
も
過
ぎ
て
、
薫
風

緑
樹
を
わ
た
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

光
の
家
就
労
ホ
ー
ム
の
ワ
ー
ク
プ

レ
イ
・
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
を
目
前

に
控
え
、
光
の
家
の
利
用
者
職
員

一
同
、
胸
高
ま
り
心
躍
ら
せ
る
日
々

を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
次
号
で
詳
し

い
内
容
を
お
伝
え
で
き
る
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
号
で
は
、
光
の
家
栄
光
園
中
河

原
園
長
よ
り
開
設
五
十
周
年
を
振
り

返
り
感
謝
の
気
持
ち
を
綴
ら
れ
た
ご

寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
栄
光
園
の
歴
史
や
関
わ
っ
て
き

た
人
々
の
思
い
、
記
念
行
事
や
記
念

式
典
な
ど
盛
り
沢
山
の
内
容
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
現
在
、
栄
光
園
新
作

業
棟
の
移
転
計
画
を
大
き
く
前
進
さ

せ
る
段
階
に
差
し
掛
か
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
次
の
五
十
年
も
従
来
通
り

皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

広
報
活
動
委
員

巻

頭

言
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昭
和
四
十
九
年
七
月
、
東
京
光
の

家
の
三
番
目
の
事
業
と
し
て
開
設
し

た
光
の
家
栄
光
園
（
当
時
「
旭
が
丘
更

生
園
」）
が
、
令
和
六
年
七
月
で
開
設

か
ら
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
先
達

の
職
員
・
利
用
者
の
方
々
の
熱
意
と

並
々
な
ら
ぬ
努
力
、
そ
し
て
関
係
す

る
様
々
な
方
々
の
愛
に
溢
れ
た
支
え

に
恵
ま
れ
て
、
五
十
年
と
い
う
節
目

の
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
も
、「
仕
事
を
通
し
て
そ
の
喜
び
と

尊
さ
を
知
る
」
こ
と
が
大
切
な
目
的

と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
、

感
謝
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。
関
係
さ

れ
た
様
々
な
方
々
に
お
礼
を
伝
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

栄
光
園
が
開
設
に
至
っ
た
経
緯
は
、

光
の
家
の
最
初
の
事
業
で
あ
っ
た
救

護
施
設
の
利
用
者
が
増
え
る
中
で
、
世

代
間
、
障
害
程
度
、
作
業
能
力
な
ど

の
違
い
が
広
が
り
、
ニ
ー
ズ
の
違
い

や
支
援
内
容
の
変
化
も
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
田
中
亮

治
前
理
事
長
が
昭
和
四
十
三
年
、
香
港

の
工
場
を
見
学
し
、
工
作
機
器
の
操
作

を
恐
が
り
な
が
ら
も
訓
練
を
受
け
る

視
覚
障
害
者
の
姿
に
感
銘
し
、
東
京
光

の
家
で
も
「
働
く
事
」
を
中
心
と
す
る

施
設
を
作
ろ
う
と
決
意
し
た
の
で
す
。

そ
し
て
そ
こ
に
は
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
の
広
が
り
も
大
き
く
影
響
し
て
い

る
事
が
、
栄
光
園
二
代
目
園
長
の
故
中

村
繁
氏
が
書
か
れ
た
「
一
職
員
の
手

記
」
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
救
護
施

設
を
利
用
し
「
衣
食
住
」
が
保
障
さ
れ
、

ほ
ぼ
何
の
心
配
も
な
い
ほ
ど
に
満
た

さ
れ
た
と
し
て
も
、
人
間
は
そ
れ
で
満

足
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
き

が
い
と
は
何
か
、
社
会
に
つ
な
が
り
た

い
、
人
の
役
に
立
ち
た
い
、
働
き
た
い
、

賃
金
も
得
た
い
な
ど
、
そ
れ
は
正
に

人
間
と
し
て
存
在
す
る
意
味
や
価
値

と
は
何
か
と
い
う
利
用
者
の
思
い
が

あ
っ
た
の
で
す
。
中
村
元
園
長
は
同
じ

視
覚
障
害
者
と
言
う
立
場
で
、
暇
つ
ぶ

し
や
気
晴
ら
し
程
度
の
仕
事
で
は
な

く
、
視
覚
障
害
者
の
適
職
と
し
て
選

ん
で
い
け
る
意
味
の
あ
る
仕
事
を
目

指
し
た
い
。
視
覚
障
害
を
有
し
て
い

て
も
、
大
き
な
能
力
、
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
し
、
出
来
る
事
は
沢
山
あ

る
と
い
う
大
き
な
志
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
歴
史
を
振
り
返
り
学
び
、

五
十
周
年
の
節
目
に
合
わ
せ
、
①
記
念

旅
行
を
実
施
（
二
泊
旅
行
～
北
海
道
・

岐
阜
県
。
日
帰
り
旅
行
～
伊
豆
）。
②

栄
光
園
開
設
当
時
を
記
し
た
、
中
村
繁

二
代
目
元
園
長
著
「
一
職
員
の
手
記
」

の
再
版
と
「
存
在
讃
歌
」
と
い
う
朗
読

劇
の
再
演
（
ク
リ
ス
マ
ス
）。
③
点
字

出
版
事
業
を
引
き
継
い
で
き
た
仕
事

と
し
て
、
光
の
家
百
周
年
記
念
誌
の
点

字
版
発
行
。
④
新
た
な
仕
事
作
り
を

継
続
し
て
き
た
歴
史
に
絡
め
記
念
製

品
の
製
作
。
そ
し
て
、
⑤
関
係
者
を

招
い
て
の
記
念
式
典
（
記
念
ビ
デ
オ
・

記
念
誌
製
作
・
会
食
等
）
を
実
施
し
、

皆
様
と
共
に
感
謝
と
お
祝
い
の
時
を

持
つ
事
が
出
来
ま
し
た
。

栄
光
園
の
五
十
年
の
歩
み
を
振
り

返
っ
た
時
、
そ
の
大
き
な
特
徴
は
、
生

き
生
き
と
一
生
懸
命
に
働
く
こ
と
。
そ

の
事
が
神
様
の
栄
光
を
現
す
姿
で
あ

り
、
神
様
の
意
志
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ

が
一
人
ひ
と
り
の
大
き
な
存
在
価
値

で
あ
る
と
い
う
事
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
伝
道
の
書
第
三
章
一
～
一
一

節
に
あ
る
「
す
べ
て
の
わ
ざ
に
は
時
が

あ
る
」、
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
第
九

章
三
節
に
は
「
神
の
み
わ
ざ
が
彼
の
上

に
現
れ
る
た
め
で
あ
る
」
と
あ
り
ま

す
。
五
〇
年
間
の
栄
光
園
、
そ
し
て
今

の
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
時
、
与
え
ら

れ
た
役
割
が
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
を
担
う
私
た
ち
は
、
伝
統
を

背
負
い
な
が
ら
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
、
次
の
歴
史
を
積
み
重
ね
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

感
謝
の
五
十
周
年
「
光
の
家
栄
光
園
」
開
設
か
ら
五
十
年
を
迎
え
る

～
す
べ
て
の
わ
ざ
に
は
時
が
あ
る
。

　
　
　
　
働
く
姿
に
神
の
栄
光
が
表
れ
る
。～

光
の
家
栄
光
園
　
園
長
　
中
河
原 

達
也

（2）
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令和 6 年 6 月17 日（月）～ 19 日（水）
北海道帯広に行ってきました！

1. 50 周年記念２泊旅行

2. 書籍作成

3. 記念品・ビデオ作成

4. 50 周年記念式典

二代目中村元栄光園施設長
による手記

50 周年記念式典
パンフレット

50 周年記念品の贈呈 50 周年記念式典の会食の様子

50 周年記念としてグローリーノートを作成しました！ 50 周年記念ビデオを作成しました！

クリスマス行事での朗読劇で
使われた「存在讃歌」の台本

光の家 100 周年記念誌の点字版が完
成し贈呈しました

令和 6 年 10 月17 日（木）～ 19 日（土）
岐阜の飛騨に行ってきました！

〈栄光園開設 50 周年〉

利用者による聖書朗読

（3）
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今
年
度
も
光
の
家
の
各
施
設
に

お
い
て
「
締
め
く
く
り
の
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

会
は
式
典
形
式
で
行
わ
れ
、
第

一
部
で
は
一
年
間
仕
事
や
訓
練
、
生

活
面
で
努
力
さ
れ
た
利
用
者
へ
の

表
彰
を
し
、
第
二
部
で
は
皆
さ
ん

が
楽
し
み
に
し
て
い
る
会
食
を
し
、

豪
華
で
お
い
し
い
食
事
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
お

楽
し
み
会
と
し
て
こ
の
日
の
た
め
に

一
生
懸
命
練
習
し
た
歌
や
劇
を
披

露
し
て
、
最
後
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
の
支
え
に
よ
っ
て
年

度
を
無
事
に
締
め
く
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
七
年
三
月
十
八
日（
火
）～

二
十
六
日（
水
）

会
場
：
東
京
光
の
家
講
堂

令
和
六
年
度

令
和
六
年
度

締
め
く
く
り
の
会

締
め
く
く
り
の
会

新生園「納め会」

神愛園「感謝会」

栄光園「みのりの会」 就労ホーム「結の会」

あいにくの雨でしたが完売しました

当
日
は
雨
模
様
で
あ
り
、
最
高

気
温
が
朝
方
の
十
度
で
、
時
間
が

た
つ
に
つ
れ
低
く
な
る
と
い
う
厳
し

い
天
候
で
し
た
。
そ
の
た
め
ブ
ラ
イ

ン
ド
サ
ッ
カ
ー
体
験
は
中
止
に
な
り

ま
し
た
が
、
小
学
生
な
ど
近
所
の

子
供
が
ち
ら
ほ
ら
参
加
し
て
お
り
、

昼
頃
に
は
大
人
の
お
客
様
も
増
え

ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は
晴
れ
る
こ

と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

（  

自
立
支
援
部 

支
援
課 

前
田 

良
）

令
和
七
年
三
月
二
十
九
日（
土
）

�

日
野
市�

旭
が
丘
中
央
公
園

寒
空
の
桜
ま
つ
り

寒
空
の
桜
ま
つ
り

（4）
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第
五
十
回

創
立
者
秋
元
梅
吉

�

追
悼
集
会

令
和
七
年
二
月
七
日
（
金
）

会
場
：
東
京
光
の
家
講
堂

創
立
者
秋
元
梅
吉
が
亡
く
な
っ

て
半
世
紀
が
経
ち
ま
し
た
。

追
悼
集
会
を
通
し
て
、
光
の
家

の
基
本
理
念
で
も
あ
る
「
盲
人
に

聖
書
の
福
音
を
」
と
い
う
創
立
の

精
神
は
い
つ
ま
で
も
守
る
べ
き
も
の

で
あ
る
と
再
認
識
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

旭
が
丘
小
学
校
の
四
年
生
が
見

学
に
来
園
し
ま
し
た
。
最
初
に
石

渡
理
事
長
よ
り
東
京
光
の
家
の
概

要
が
あ
り
、
そ
の
後
３
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
新
生
園
、
栄
光
園
、
神

愛
園
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。「
目

が
見
え
な
く
て
も
色
々
な
事
が
出

来
る
ん
で
す
ね
」
等
、
実
際
に
見
学

し
た
事
で
分
か
っ
た
事
も
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
見
学
後
、
講
堂
で
光
バ

ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
三
人
か
ら
歌
を
披

露
し
、
交
流
の
ひ
と
時
を
持
つ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

今
年
も
か
わ
せ
み
学
級
の
方

た
ち
と
の
交
流
と
い
う
こ
と
で
滝

合
小
学
校
に
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

自
己
紹
介
と
質
問
コ
ー
ナ
ー
の
後

は
、
花
壇
で
一
緒
に
穴
を
掘
っ
た

り
し
て
協
力
し
な
が
ら
花
を
植
え

ま
し
た
。
休
憩
時
間
に
は
コ
マ
回

し
や
だ
る
ま
落
と
し
な
ど
む
か
し

の
遊
び
を
し
て
対
決
し
、
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
、
歌
と
踊
り
の
発

表
も
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
お
返
し
と
し
て
高
橋
繁
さ
ん

が
ピ
ア
ノ
で
「
勇
気
１
０
０
％
」

を
演
奏
し
、
大
好
評
で
し
た
。

日
野
市
立

日
野
市
立

滝
合
小
学
校

滝
合
小
学
校

交
流
事
業

交
流
事
業

令
和
七
年
二
月
十
日（
月
）

日
野
市
立

日
野
市
立

旭
が
丘
小
学
校

旭
が
丘
小
学
校

見
学
見
学

令
和
七
年一月
二
十
八
日（
火
）盲人バレーを体験する小学生

一緒に花を植えました！

石渡理事長による追悼の辞

今
年
も
城
山
か
た
く
り
の
里
の

一
角
を
お
借
り
し
て
、
神
愛
園
の
作

業
作
品
の
販
売
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
可
憐
な
か
た
く
り
の

花
を
始
め
、
色
と
り
ど
り
の
花
々
や

野
鳥
の
声
を
聴
き
に
多
く
の
お
客

様
が
来
場
さ
れ
、
神
愛
園
の
利
用

者
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
作
業
作

品
を
沢
山
手
に
と
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
出
来
ま 

し
た
。

神
愛
園
作
業
作
品

神
愛
園
作
業
作
品

城
山
か
た
く
り
の
里
販
売

城
山
か
た
く
り
の
里
販
売

令
和
七
年
三
月
九
日（
日
）、
十
五
日（
土
）～
十
六

日（
日
）、
二
十
日（
木
）、
二
十
二
日（
土
）～

二
十
三
日（
日
）、
二
十
九
日（
土
）～
三
十
日（
日
）、

四
月
土
、
日（
二
十
日
迄
）販
売
実
施
予
定

（5）
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令
和
七
年
度

新
任
職
員
紹
介

新
任
職
員
紹
介

者
の
皆
様
の
た
め
に
精
一
杯
力
を

尽
く
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

光
の
家
の
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

今
年
は
東
京
光
の
家
に
二
名
の

新
任
職
員
が
加
わ
り
ま
し
た
。

二
名
と
も
こ
れ
ま
で
の
様
々
な

経
験
を
生
か
し
、
光
の
家
利
用

河野 俊英

光の家神愛園光の家神愛園

石原 風香

光の家新生園光の家新生園

一
月
か
ら
三
月
に
亘
り
三
カ

所
で
演
奏
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
イ
オ
ン
モ
ー
ル
多
摩
平
の
森

で
は
毎
年
行
わ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
光
バ

ン
ド
の
事
を
知
っ
て
頂
く
良
い
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ー
ル
ブ

リ
ュ
ッ
ト
立
川
で
は
光
の
家
の
利

用
者
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
横

で
演
奏
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。1月26日（日）

アールブリュット立川　昭和記念公園

3月15日（土）春のチャリティー音楽祭
プレミアムライブ 2025

さいたまレイボックホール（大宮）

2月11日（火・祝）
イオンモール多摩平の森
市民交流コンサート

光
バ
ン
ド
大
活
躍

光
バ
ン
ド
大
活
躍
！！
榎
本
榎
本  

隼
人
隼
人

（6）
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令
和
六
年
十
二
月
十
一
日
～

 

令
和
七
年
四
月
十
日

波戸副市長、表彰を受けた中村さんとの記念写真

石
川 

紀
子 

様 

り
ん
ご 

六
四
個

広
瀬 

美
幸 

様 

り
ん
ご 

五
二
個

山
崎 

群
治 

様 

み
か
ん 

一
七
〇
個

河
村 

正 

様 

玄
米 

六
〇
㎏

小
沼 

冨
士
子 

様 

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル 

六
本

㈱
リ
ー
ド
・
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト 

様 
 

 

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー 

二
袋

 
 

コ
ー
ヒ
ー
パ
ッ
ク 

一
袋

 
 

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ス
ー
プ 

三
箱

 
 

あ
ん
こ
も
ち 

六
袋

 
 

コ
ン
ソ
メ 

二
箱

 
 

サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ 

二
個

 
 

お
米 

七
㎏

斎
藤 

敦
子 

様 

足
袋 

三
足

齊
藤 

眞
紀
子 

様 

レ
モ
ン 

四
三
個

髙
橋 

百
百
子 

様 

し
ら
す 

二
㎏

 
 

梅
干
し 

二
．
五
㎏

 
 

米 

三
〇
㎏

 
 

み
か
ん 

六
七
個

 
 

み
か
ん
ゼ
リ
ー 

八
〇
個

 
 

ぽ
ん
か
ん 

四
三
個

 
 

き
よ
み
オ
レ
ン
ジ 

六
㎏

平
野 

礼
仁 

様 

絵
画
・
レ
リ
ー
フ
等 

四
八
点

浅
石 

常
勝 

様 

お
米 

二
七
㎏
／
二
八
㎏

浅
見 

玲
子 

様 

エ
プ
ロ
ン 

三
枚

井
川 

寿
美
江 

様 

雑
巾
・
エ
プ
ロ
ン 

五
〇
枚
／
八
枚

仲
間 

君
代 

様 

乾
燥
ア
ー
サ 

一
〇
パ
ッ
ク

小
薗
江 

春
代 

様 

お
米 

三
〇
㎏

西
都
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社 

様 

　
　
ヤ
ク
ル
ト
１
０
０
０
糖
質
o
f
f 

三
五
〇
本

坂
本 

武 

様 

か
ぼ
す
・
す
だ
ち 

八
〇
個

古
川 

裕
子 

様 

も
ず
く 

一
七
㎏

今
年
の
福
祉
の
つ
ど
い
で
は
元

職
員
の
中
村
静
江
さ
ん
が
「
光
の

家
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
社

協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
相
談
員
と
し
て
の
活
躍
」
が

評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
又
、

愛
の
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

収
益
金
か
ら
社
協
に
対
し
て
多
額

の
寄
附
を
行
っ
た
事
で
光
の
家
に

対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

※ 

紙
面
の
写
真
は
、
す
べ
て
ご
本
人

の
許
可
を
得
て
掲
載
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

寄
付
者
名
簿

今
年
度
は
新
生
園
よ
り
三
名
、

栄
光
園
か
ら
一
名
、
就
労
ホ
ー
ム
か

ら
三
名
の
合
計
七
名
の
方
が
二
〇

歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
新
た
に

二
〇
歳
と
な
っ
た
一
人
ひ
と
り
が
式

の
中
で
抱
負
を
立
派
に
語
る
こ
と

が
で
き
、
多
く
の
先
輩
利
用
者
か

ら
祝
福
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
は
新
生
園
に
三
名
、
就

労
ホ
ー
ム
に
二
名
の
方
が
新
た
に

利
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新たな二十歳ガンバレ！

福
祉
の
つ
ど
い

福
祉
の
つ
ど
い

令
和
七
年
三
月
一
日（
土)

会
場
：�

イ
オ
ン
モ
ー
ル
多
摩
平
の
森

�

イ
オ
ン
ホ
ー
ル

就労ホーム入所式（利用者 2 名） 新生園入所式（利用者 3 名）

令
和
六
年
度

令
和
六
年
度

二
十
歳
を
祝
う
会

二
十
歳
を
祝
う
会

令
和
七
年
一
月
十
三
日（
月)

会
場
：
東
京
光
の
家
講
堂

令
和
七
年
度

令
和
七
年
度  

入
所
式

入
所
式

光
の
家
就
労
ホ
ー
ム�

令
和
七
年
四
月
一
日（
火
）

光
の
家
新
生
園�

令
和
七
年
四
月
七
日（
月
）

会
場
：
東
京
光
の
家
講
堂

（7）
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今
年
度
も
「
手
さ
ぐ
り
の
作
品

展
」
が
イ
オ
ン
モ
ー
ル
多
摩
平
の

森
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
G
I
F
T

～
神
様
か
ら
の
贈
り
物
～
」
で
す
。

「
G
I
F
T
」
は
贈
り
物
と
い
う

意
味
で
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

「
恩
恵
」
や
「
賜
物
」
と
い
う
意

味
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
神
様

か
ら
人
間
に
与
え
ら
れ
た
才
能
を
、

そ
の
意
味
に
込
め
て
一
人
ひ
と
り

の
持
っ
て
い
る
素
質
や
個
性
を
最

大
限
活
か
せ
る
よ
う
に
工
夫
し
ま

し
た
。
会
場
中
央
に
は
大
き
な

ク
マ
、
テ
デ
ィ
ベ
ア
を
籐
細
工
で

製
作
し
ま
し
た
。
海
外
で
は
出
産

な
ど
の
記
念
日
に
送
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
テ
デ
ィ
ベ
ア
で
す
が
、
子

ど
も
の
幸
せ
を
願
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
皆
で
協
力

し
て
作
り
ま
し
た
。

今
回
で
二
八
回
目

に
な
っ
た
作
品
展

で
し
た
が
、
多
く

の
来
場
者
と
、
様
々

な
団
体
の
ご
協
力

を
賜
り
、
ま
た
一

つ
地
域
に
根
差
し

た
行
事
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
七
年
二
月
十
四
日（
金
）～
十
六
日（
日
）

会
場
：
イ
オ
ン
モ
ー
ル
多
摩
平
の
森 

イ
オ
ン
ホ
ー
ル

光
の
家
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動

●
手
さ
ぐ
り
の
作
品
展

手
さ
ぐ
り
の
作
品
展

第28回

ショートケーキのイチゴを触ってます！

今回の共同作品の巨大クマは会場中央に設置されました！

これはヒマワリのタネかな？レインボーはゴツゴツしてるなぁ～

こちらは都障害者総合美術展で奨励賞を取った
マフラーを巻いたクマです！

東京光の家ホームページ　https://www.hikarinoie.org/

発　
　
　

行　

〒
一
九
一
︱ 

〇
〇
六
五

　

東
京
都
日
野
市
旭
が
丘
一
︱
一
七
︱
一
七

　

社
会
福
祉
法
人　

東

京

光

の

家

　

電　

話　

〇
四
二（
五
八
一
）二
三
四
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
二（
五
八
一
）九
五
六
八
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